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 EA-09 

 環境経営方針 

 

基本理念 

   有限会社 多田組 は、環境問題への取り組みを積極的に行い、社員全員が環境意識をもって地域社会に貢献で

きる企業を目指していきます。 

 

方 針 

 当社は事業活動とその製品が与える環境負荷を低減するために、次の方針に基づき、環境経営活動を推進して地球

環境との調和を目指します。 

 

１．当社の事業活動、製品に関わる環境影響を常に認識し、自主的・積極的に環境への取組と継続的な環境負荷の

削減を図ります。 

２．当社の事業活動、製品に関わる環境関連の法令、徳島県条例、那賀町条例を遵守します。 

３．当社の事業活動、製品に関わる環境影響のうち、以下の項目を環境管理重点テーマとして取り組みます。  

 

① 二酸化炭素排出量（電力使用量、ガソリン、軽油、灯油等石油系燃料使用量の削減） 

② 水資源使用量（排水量）の削減 

③ 廃棄物の削減及びリサイクルの推進 

④ 環境配慮製品･サービスの提供並びに施工 

⑤ 事務用紙使用量の削減 

⑥ グリーン購入の推進 

⑦ 事務所周辺の清掃等社会貢献 

⑧ 若手人材の雇用及び育成 

 

４．一人ひとりが環境負荷低減活動を積極的に実践できるように、この環境経営方針を全従業員に周知するとともに、

環境活動レポート等で社外へも公表します。 

5．環境経営の継続的改善に取り組み、環境経営のステップアップを実践します。 

 

上記の方針達成のために、目標を設定し、定期的に見直し環境経営システムを推進します。 

 

                              制定日 平成22年 7月31日 

                                改定日 令和 3年 8月 1日 

 

             有限会社 多 田 組 

代表取締役 多田 文昭 
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□事業所の概要 

 

（1） 事業者名及び代表者名 

有限会社 多田組 

代表取締役 多田 文昭 

 

（2） 本社所在地 

〒771-5501 

徳島県那賀郡那賀町音谷字西平間 53 番地 

TEL：0884-66-0109 

FAX：0884-66-0631 

E-mail：tadagumi@ca.pikara.ne.jp 

 

倉庫   徳島県那賀郡那賀町音谷字追立 

 

（3） 環境保全関係の担当者連絡先 

担当者 ：多田 秀和  TEL：0884-66-0109 

  FAX：0884-66-0631  E-mail：tadagumi2@ca.pikara.ne.jp 

 

（4） 事業の概要   建設業（EA21 対象企業活動：土木工事業、とび・土工工事業） 

 

（5） 事業の規模 

 

 設立 ： 昭和２４年１０月１０日 

 

 資本金 ：   ２１,６００（千円） 

 

売上高 ： ２５９,８９３（千円） 

 

事業年度  令和 3 年８月 ～ 令和 4 年７月 

従業員 ： １３名      建物延べ床面積 ： ２３５.６３㎡ 

 

(6) 許可の保有する内容  

 徳島県知事許可（特－3）第 135 号   

許可年月日 令和３年 10 月 10 日（令和 3 年 10 月 10 日～令和 8 年 10 月 9 日まで） 

 建設業の種類  土木工事業、 とび・土工、 解体  工事業 

 

(7) 認証・登録対象範囲  全組織・全活動を対象とする 

                

(8) レポートの対象期間及び発行日 

令和 ３年 ８月 １日 ～ 令和 ４年 ７月３１日 

発行日 ： 令和 ４年 ９月１２日 
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　EA推進会議
　・環境経営目標、環境経営計画、目標達成状況などを協議する

　・会議で決定したことを全従業員に通達する

全従業員
　・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

　・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営計画へ参加

部門長

　・自部門における環境経営システムの実施

　・自部門における環境方針の周知

　・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

　・自部門に関連する環境経営目標及び環境経営計画の実施及び達成状況の報告

　・特定された項目の手順作成及び運用管理

　・自部門の問題点の発見、是正、予防処置

環境事務局

　・環境管理責任者の補佐、EA２１推進会議を開催する

　・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

　・「環境関連法規等」の作成、遵守チェック

　・環境経営目標、環境経営計画、原案の作成

　・環境経営実施計画の実績集計

　・緊急事態への対応のための手順書作成、テスト、訓練、記録

　・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境管理責任者

　・環境経営システムを構築し、実施し、管理する

　・法規制等の要求事項登録簿を承認

　・「環境関連法規等」の遵守チェック

　・環境経営計画の実施計画書を承認

　・環境活動の取組結果を代表者へ報告

全従業員

役職 役割・責任・権限

代表取締役（社長）

　・環境経営方針を定める

　・環境経営システムの実施及び管理に必要な、人、設備、費用、時間能技術者を用意

　・環境管理責任者を任命

　・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

　・環境経営目標の設定を承認

　・代表者による全体の評価と見直しを実施

多田　秀和

事務部 工事部

多田　喜子 中西　健二

環境事務局

EA-07（環境実施体制の構築）
作成日：平成29年 6月 1日 

有限会社　多田組　環境経営システム組織図 作成者：多田秀和 

代表取締役（社長） 多田組　

多田　文昭 倉　庫

　EA21推進会議

(多田文昭，多田秀和，多田喜子，多田博志，中西健二)

環境管理責任者
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項　　目

令和元年度

実　績(令和元年8月～

令和2年7月)

令和3年度

目　標(令和元年度実

績から2％削減)

令和4年度

目　標(令和元年度実

績から3％削減)

令和5年度

目　標(令和元年度実

績から4％削減)

令和6年度

目　標(令和元年度実

績から5％削減)
　

二酸化炭素排出量（kg-CO)2 96,486 94,556 93,591 92,626 91,661

電力使用量（kwh/年） 4,811 4,714 4,666 4,618 4,570

燃料（L/年） 37,670 36,916 36,539 36,163 35,786

一般廃棄物（kg/年） 103.96 101.88 100.84 99.80 98.76

産業廃棄物（再資源化率 ％） 100 100 100 100 100

事務用紙使用量（枚/年） 22,500 22,050 21,825 21,600 21,375

グリーン購入（品/年） 10 12 13 14 15

環境配慮商品・サービスの提供・提案及び施工 5 5 5 5 5

水使用量
この地域一帯は、谷の水を

使用しています。

この地域一帯は、谷の水を

使用しています。

この地域一帯は、谷の水を

使用しています。

この地域一帯は、谷の水を

使用しています。

この地域一帯は、谷の水を

使用しています。

事務所周辺の清掃及び社会貢献 4 年5回以上 年5回以上 年5回以上 年5回以上

電力使用量（MJ/年） 燃料（L/年） 一般廃棄物（kg/年） 産業廃棄物（再資源化率） 事務用紙使用量(枚/年)

令和3年度目標 94,556 4,714 36,916 101.88 100 22,050

令和3年度実績 68,009 4,008 26,358 94.30 100 22,500

グリーン購入（品/年） 水使用量

令和3年度目標 12
この地域一帯は谷の水を使用し

ています。

令和3年度実績 12
この地域一帯は谷の水を使用し

ています。

環境経営目標(年次)とその実績

5 6回

事務所周辺の清掃及び社会貢献

5 5回

　・電力のCO2排出係数（0.485kg-co2/kWh）

　・現場では電気が通っていないところが多いので電気を使用する際は発電機を使用します。

今期の環境経営目標値とその実績値（運用期間：令和3年8月～令和4年年7月）

二酸化炭素排出量(kg-CO)2

環境配慮商品・サービスの提供・提案及び施工
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□    主要な環境経営計画の内容　取組み結果の評価(令和3年8月～令和4年7月)

取　組 目標値 実績値 評　価

電力の削減 (kwh/年)

・エアコンの温度設定

事務所：冷房　28℃　暖房　20℃

・エアコンは定期的にフィルター掃除などのメンテナンスを行う

・普段使わない電化製品のコンセントを抜いておく

・午後6時　消灯厳守

・誰もいない部屋の消灯

燃料使用量の削減 (L/年)

・アイドリングストップ等運転方法の配慮（急発

進・急加速や空ぶかしの排除、駐停車中のエン

ジンの停止等）を行う

・車の乗る際の事前点検

・不必要な作業道具、器具を降ろし車両を軽く

する

・タイヤの空気圧を適正値に保つ

水資源使用量の削減

・こまめに蛇口をしめる

・普段から節水を心がける

・水まわりの清掃

・トイレの２度流し禁止

・水道配管からの漏洩を定期的に点検する

一般廃棄物、廃棄物の削減 一般廃棄物 一般廃棄物

・コピー、プリンタのトナーカートリッジの回収及び

リサイクル推進

102.92 kg 94.30 kg

・ゴミの分別作業の徹底

・使い捨て製品（紙コップ、使い捨て容器入り

の弁当等）の使用や購入を抑制する
産業廃棄物 産業廃棄物

・木材、コンクリート塊、汚泥、残土等の建設副

産物の削減、再資源利用等リサイクルに取り組

む

再資源化率100% 再資源化率100%

事務用紙使用量の削減 (枚) 22,050枚 22,500枚

・裏紙利用の励行

・ミスプリント、不要紙を再利用する

・前年度に使用したファイルも見出しを張替えて

利用できるものは次年度に再利用する

グリーン購入の促進（品）

・事務用品グリーン購入対象品目及び実態調査

・購入資材の環境配慮

・通信カタログ、オンラインショップ等の活用

環境配慮製品・ｻｰﾋﾞｽの提供及び施工

・製品等に係る環境負荷低減に関する情報の

提供、環境情報の利用促進

・環境配慮製品の提案

・省エネ機器の導入検討

事務所周辺の清掃活動等社会貢献

・事務所の前を清掃する

・会社周辺のゴミ拾いをする

・ボランティア活動への参加

目標を達成することが

できた。よんでんコン

シェルジュなどをこれから

も活用し月々の電力

使用量の把握に努め

る。

おおむね達成しましたが、事務所の紙使用量が目標枚数を上回ってしまった。決算時の元帳の印刷などは100枚単位で連続

印刷しているため複合機の紙詰まりが起こりやすい。8/1～10/30、11/1～1/31、2/1～4/30、5/1～7/31の4期に分けて

印刷をするように徹底する。新しい複合機のリースも検討する。

総　括

・県産材コンパネ使用

・県産材木製看板使用

・再生砕石の使用

・LED現場保安灯購入

これからも地元住民、

地権者の意見や要望

を聞き、できるだけ施工

に生かせるようにしま

す。引き続き県産材の

使用や現場でのグリー

ン商品購入を進めま

す。

目標：5回

・排ガス規制重機の使用

4,714 kwh  4,008kwh

 ・クリップボード　・パイプ式ファイル

実績：6回

・四国遍路みち清掃活動(R3.10/1)

※この地域一帯は、谷

の水をタンクにためて使

用しています。

これからも各自が普段

から節水を意識して取

り組んでいけるよう 水

筒を持参する、こまめに

蛇口を占める等を引き

続き継続していきます。

目標を達成することが

できた。事務所でのゴミ

の分別作業にこれから

も力を入れていきます。

産廃処理時には委託

契約書ならびにマニフェ

ストを作成し、管理を

徹底していきます。

目標を達成することがで

きなかった。決算時の印

刷量が多くコピー機の紙

詰まりがが起こりやすい。

・ロードアドプト活動年4回(R3.9/7、11/5、

R4.3/7、6/7)

・ごみゼロの日ボランティア活動(R4.5/30)

 ・事務用品修正液　・消えいろピットのり

 ・封筒　角2　・クリアファイル　・エコバッグ

通信カタログやオンライ

ンショップなども有効活

用してグリーン商品を調

達に勤めます。

目標：5

実績：5

目標：12(品)

実績：12(品)

グリーン購入法適合商品

 ・コピー用紙A4　・コピー用紙B5

 ・コピー用紙A3 ・蛍光ペン　・ボールペン

国道の清掃事業等を

行い目標回数を達成

することができた。今後

も継続していく。

37,293 L 26,358 L

目標を達成することが

できた。今後も燃料削

減手順の尊守や重機

購入検討時には省エネ

タイプを選定するなど継

続していく。土砂を運

搬する際に効率的な運

転ルートを策定してい

く。

※この地域一帯は、谷

の水をタンクにためて使

用しています。
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二酸化炭素排出量（kg-CO）2

燃料 （L）

一般廃棄物 （ｔ）

産業廃棄物 （ｔ）

事務用紙使用量 （枚）

水使用量

環境配慮製品・サービスの提供及び施

工

事務所周辺の清掃及び社会貢献

□   次年度の取組内容

項　　　　　目

二酸化炭素排出量

（kg-CO）2

電力使用量 （kwh）

燃料 （L）

一般廃棄物 （kg）

産業廃棄物 （ｔ）

事務用紙使用量 （枚）

水使用量

環境配慮製品・サービスの提供及び施

工

事務所周辺の清掃及び社会貢献

自動車運転中の急発進、急加速の排除、駐

車中のエンジンの停止、効率のよい運転ルート

の策定などにこれからも意識していきます。信号

等で1分以上止まったままの状態の時は、必ず

エンジンを切るように周囲に徹底させていきます。

現場のガソリン、軽油は受注した工事件数や現

場への距離、工事内容等で違いがでてくるため

単純比較はできないのですが、ダンプや乗用車

でのエコドライブ運転に力をいれていきます。不

必要な作業荷物を車に積みっぱなしにしている

のを降ろして燃費をよくします。

未達成項目について原因と対策

エアコンの使用を極力控え、夏場と冬場の設定

温度を超えないようにしていきます。OA機器の

導入検討の際には、可能な限り省エネルギー性

に優れた機器の導入を図ります。

現場では電気が通っていない所が多いので、

電力を使用する場合は発電機を使用しま

す。

産廃処理時には委託契約書ならびにマニフェストを作成

し、管理を徹底していきます。現場は行く際は、できるだけ

廃棄物を出さない計画を立てていきたいです。産業廃棄

物は工事内容によって量が変動します。ﾘｻｲｸﾙされた再

生砕石を現場に積極的に投入して、うまくﾘｻｲｸﾙ循環で

きるよう取り組みます。

目標を達成することができなかった。決算時の印刷量が

多くコピー機の紙詰まりがが起こりやすい。一辺に大量印

刷するのではなく、4期に分けて印刷するようにする。紙の

量を抑えるため、両面プリント印刷も推奨していきます。

-

グリーン購入 （品）

□   評価　（運用期間：令和3年8月～令和4年7月）

目標達成状況 （事務所）

未達成項目について原因と対策

グリーン購入 （品）

複合機の紙詰まりをなくすため連続印刷は8/1～

10/30、11/1～1/31、2/1～4/30、5/1～7/31の4

期に分けて印刷をする。ミスプリントは裏紙使用してメモ帳

や社内用プリントに活用する。

この地域は谷の水を貯水タンクにためて水を使用している

ので水の使用量がわからないのですが、こまめに蛇口を閉

めるなど普段から節水を意識して削減に取り組んでいきま

す。油分を含んだ汚れは、紙でふき取る等の処理をして

直接流さないように心がけていきます。

一人ひとりが節電意識を持ち長時間席を離れる時には

ＰＣなどの電源を切るように心がける。あまり使わない電

気製品のコンセントは抜いてコンセントのタコ足配線をや

め、定期的にコンセントプラグの掃除をおこなう

項　　　　　　　　　目

電力使用量 （kwh）

目標達成状況 （現　場）

グリーン購入の促進を引き続き進めていきます。

事再生紙を使ったコピー用紙や付箋の購入にも

積極的に取り組んでいきます

現場の方でも環境配慮製品の資材導入の検

討を継続していきます。県産型枠の使用も随時

おこないます。

会社内でも節電をより意識、実行したことで使

用電力も目標値よりも抑えることができました。

通勤や現場移動の際のエコドライブ運転にこれ

からもよりいっそう取り組んでいきます。よんでんコ

ンシェルジュを有効活用して月々の電力使用量

の把握にも努めます。

排出ガス規制型の機械の使用、エコドライブ運

転、現場へのルート策定、重機の効率的な運

転などをこれからも引き続き取り組み少しでも減

らせるよう努力します。ダンプや重機の点検をお

こない、タイヤの空気圧を適正に保ちます。通勤

時やダンプでの運搬の際、信号等で1分以上止

まったままの状態の時は、必ずエンジンを切るよう

に周囲に徹底させていきます。

-

現場では水を使用することがあまりないのですが、節水を

意識するようにして各従業員の家庭でも普段から節水に

取り組んでいけるようにしたいです。

地元住民の要望に応えられるようにこれからも環境配慮

製品・サービスの提供及び施工を目指していきます。

現場では、排ガス規制重機の使用、県産材コンパネ使

用、県産材木製看板使用、再生砕石使用、LED現場

保安灯購入の環境配慮製品・サービスの提供及び施工

をしました。

事務所周辺のロードアドプト活動や、音谷橋の橋梁清掃

などを行いました。今後も環境保護・社会貢献を継続的

に取り組んでいきます。

建設業協会が主催する「四国遍路みち清掃活動」「ごみ

ゼロの日ボランティア活動」に企業として参加しました。こ

れからもよりいっそう環境保護・社会貢献に取り組んでい

きます。

事務所 現　　場

天気のよい日は窓側のブラインドで調整して

ブラインド側の電気をつけないようにする。昼

休みは窓側の電気を消す。

通勤時、ダンプ輸送時のエコドライブ運転を

これからも奨励していく。効率のよい作業現

場への移動ルートを策定していく。

-

-

急加速をせず一定のスピードで走行する。事務所から現

場への効率のよい運転ルートを策定する。エコドライブ運

転を常日頃から心がける。

現場へ向かう際はなるべく一つの車に乗り合わせて行く。

使わない作業道具や荷物は車から降ろし、車体を軽くし

て燃費を減らす。工事現場への交通ルートの開拓。

ゴミの持ち帰りを推奨していく。会社内で使う

書類やメモ用紙として、不要になった書類の

裏紙を利用する。

ペットボトル、空き缶等の自分で出したゴミの

持ち帰りを推奨する。

-
産廃処理時には委託契約書ならびにマニ

フェストを作成し、管理を徹底していきます。

請負った工事のすべてに環境配慮製品・

サービスの提供ができるようにこれからも取り

組んでいく。

地元住民、地権者の意見を現説の場で要

望を聞き、できるだけ施工に生かせるようにし

ていく。

今後も環境保護・社会貢献を継続的に取

り組んでいく。朝の会社周辺の掃除をおこな

う。

今後も環境保護・社会貢献を継続的に取

り組んでいく。ペットボトル、空き缶等の自分

が出したごみは家に持ち帰る。

事務用品を注文する際に、エコ梱包が指定できるときはエ

コ梱包にして梱包材を少量にし、一般廃棄物の量を減ら

す。一人ひとりが物を大切にする気持ちや愛着を持ちひと

つの品物を長く使用できるよう指導し、購入抑制を促す。

-

これからもエコマーク商品を優先的に購入し

ていく。通信カタログ、ネットショップなどを活用

して商品購入をおこなう。

今後も県産型枠を積極的に購入する。現

場で使用できるグリーン商品を積極的に購

入していく。

水回りの掃除をおこなう。蛇口をこまめに閉

める。トイレの2度流し禁止を徹底する。
各自、水筒の持参を奨励していく。
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□環境関連法規制等の順守状況 

 

 法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。 

適用される法規制 適用される施設等              （順守評価） 

騒音規制法 －                    

（順守） 

振動規制法 －                    

（順守） 

フロン排出抑制法 各現場（エアコンのついた建設機械 設置現場）                    

（順守） 

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物(ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ・ｱｽﾌｧﾙﾄｶﾞ

ﾗ・木くず・金属ｸｽﾞ・廃ﾌﾟﾗ） 

 

（順守） 

建設リサイクル法 各現場 

土木工事 500 万円以上 

 

（順守） 

消防法（危険物） －  

（順守） 

浄化槽法 事務所  

（順守） 

徳島県脱炭素社会の実現に向けた

気候変動対策推進条例 

徳島県生活環境保全条例 

各現場  

 

（順守） 

那賀町廃棄物の処理及び清掃に関

する条例 

各現場、事務所  

（順守） 

環境関連法規制等の順守状況の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。 

また、過去３年間にわたって違反や訴訟もありませんでした。 

 

□ 代表者による全体評価 

 

 事務所の紙使用量が目標枚数を上回ってしまいました。決算時の元帳の印刷などは 100 枚単位で

連続印刷しているため複合機の紙詰まりが起こりやすいため 8/1～10/30、11/1～1/31、2/1～

4/30、5/1～7/31 の 4 期に分けて印刷をするように徹底する。新しい複合機の導入も検討します。 

これからも二酸化炭素排出削減のために電力、燃料等の使用量削減及び環境配慮製品・サービスの

提供や施工を行っていきます。 

 組織体制の見直しを検討しましたが、このままの体制を維持することとしました。 

今後、経営システムに検討の余地があれば直ちに変更することとします。 
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（有）多田組 事務所 
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□ 環境活動の紹介 (ロードアドプト) 
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□エコ掲示 

 

 
 

 

□道路維持管理 

 


